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知の融合が創り出す化学。

日産化学グループは、事業活動を通じて 
持続可能な社会の実現に貢献します
◇地球環境の保全に対する意識が高まるにつれ、新しい技術と商品が求められています。
この要請に対して、デファクトスタンダード（事実上の標準）となる技術を確立し、社会の持続的発展に寄与する最先端
材料を創出するとともに、グローバルな市場ニーズに応える、安価で十分な機能を備えた製品を提供します。

◇世界的な人口の増加、高齢化が進行しています。
食糧不足の深刻化、国内農業における担い手の減少が懸念されるなか、農作物収穫量の安定と拡大、農作業の効率化
および省力化につながる農薬を開発します。
また、人々のより健康で豊かな生活のために必要な医薬品の開発に取り組みます。

◇時代の変化が加速度を増し、さまざまな社会的課題が表面化しています。
課題解決に向けて、自社の英知を結集することに加え、社外の知を融合することで、技術革新に挑戦します。
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　当社は1992年から、化学物質の全ライフサイクルに
わたって「環境・健康・安全」を確保する取り組みであるレ
スポンシブル・ケア活動を開始し、その内容を1999年よ
り「環境・安全報告書」、2013年からは「CSRレポート」とし
て公表してきました。
　「CSRレポート」では、当社およびグループ会社のCSR
に関する考え方、取り組みについて、ステークホルダーの
皆様に分かりやすくご報告することを心がけてきました。
昨年より名称を「アニュアルレポート」と改め、事業概要、
財務データのハイライトを加え、当社グループの事業活
動をよりよくご理解いただける構成としました。なお、詳
細な財務情報につきまして、英語版では「Financia l 
Section」に記載しましたが、日本語版は当社の有価証券
報告書をご覧ください。
　今後も、持続可能な社会の実現へ貢献するため、CSR
活動を深化させるとともに、報告内容を充実させ、本レ
ポートがステークホルダーの皆様との有用なコミュニ
ケーションツールとなることを目指していきます。

対象期間
　2016年度（2016年4月～2017年3月）
＊労働災害データ（P54）は2016年1月～12月

● 発行時期　2017年9月
（前回発行 2016年10月、次回発行予定 2018年9月）
● 発行頻度　毎年
● 参考にしたガイドライン
・GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン 第4版
・ISO26000

● 本レポートに対する質問の窓口
日産化学工業株式会社　経営企画部　CSR・広報室
TEL：03-3296-8320
メールアドレス：csr_pr@nissanchem.co.jp

対象範囲
　日産化学工業株式会社の企業活動における環境・安全活動を
中心に、当社グループの取り組みを記載しています。

日星産業㈱、日産物流㈱、日産緑化㈱、日産エンジニア
リング㈱、日本肥糧㈱、Nissan Chemical America 
Corporation（NCA）、Nissan Chemical Europe 
S.A.R.L.（NCE）、NCK Co., Ltd.（NCK）

連結子会社 ： 

持分法適用関連会社 ： サンアグロ㈱、クラリアント触媒㈱

上記子会社、関連会社に加え、㈱環境技術研究所、
台湾日産化学股份有限公司（NCT）、日　化学制品（上海）
有限公司（NCS）、Nissan Chemical Agro Korea Ltd.
（NAK）、Nissan Chemical Do Brasil （NCB）

グループ会社 ： 

＊財務データには当社および連結子会社、持分法適用関連会社を
含みます。
＊非財務データは当社単体の数値です。
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